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学生の口腔衛生に関連した生活習慣と意識調査
─歯科疾患実態調査（平成28年）との比較─
Survey of relationship with student’s lifestyle and their consciousness  
concerning the oral hygiene


















被調査者数は 6 ,278名（男 2 ,868名、女 3 ,410名）であり、口腔診査受診者は 3 ,820名（男
















2020年度前期は授業がすべて遠隔で行われたため、 1 年生に対してはGoogle classroomの質
問フォームを利用し、回答期間を約 4 週間に設定して調査を実施した。 2 年生に対しては質
問紙を配布し、記入後に調査票を回収する方法で実施した。






















「平均して 1 日に何回歯をみがくか」については、「 1 日 2 回みがく」が34名（52.3％）、





であった（図2）。歯ブラシのみ使用している学生は 1 年生23名（57.5%）、 2 年生 9 名






















































「平成28年歯科疾患実態調査」4）では15～ 24歳で「 1 日 1 回みがく」が13.8%、「 1 日 2
回みがく」が58.4%、「 3 回以上みがく」が21.9%であった。（表2）。それに対して本調査では
「 1 日 1 回みがく」が 3 名（4.6％）、「 1 日 2 回みがく」が34名（52.3％）、「 1 日 3 回以上








































が 4 名（13.8％）、「歯がしみる」が10名（34.5%）、「歯ぐきが痛い」が 0 名（0.0％）、「歯ぐ
きが腫れている」が 2 名（6.9％）、「歯ぐきから出血する」が 8 名（27.6％）、「噛めないもの















































































やむし歯を意識」して口腔清掃を行っていることが、「 1 日 3 回以上みがく」歯みがきの回数
に現れており、歯ブラシのみでなく、「デンタルフロス」「歯間ブラシ」「舌の清掃用具」など
歯ブラシ以外の清掃用具を組み合わせて使用していることから、一般的な同年代の人よりも歯
や口腔に対して関心があり、意識が高いといえる。
また、同年代と比較して「歯・口腔内の気になるところのある」学生が多かった。これは口
腔内に問題があるというよりは、口腔に対する興味・意識が高いことで問題意識が働き高い数
値になったと考える。また、「歯並び」や「歯の色」を気にしている学生が多いことから、口
腔に対する審美的意識・興味も高いと言える。
「フッ化物応用の経験」については「フッ化物の塗布（歯科医院や保健センターで実施する
もの）」が31名（63.3％）と「歯磨剤（フッ素入りの歯みがき粉）」が35名（71.4％）となっ
ており、むし歯予防の手段として浸透していることが伺える。
歯科保健行動として「かかりつけ歯科医院の有無」を調査したが、48名（73.8％）の学生
に「かかりつけ歯科医院」があるものの、「定期健診目的」で歯科医院へ行っているのは19名
（29.2％）である。口腔に興味関心はあるが、実際に口腔内に問題がなければ、歯科医院を受
診はしないことが推察できる。
今回、本調査では口腔診査による口腔内のデータを回収していないため、今後は口腔診査と
アンケートを組み合わせて検討する必要があると考える。
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